
公募型プロポーザル調達公告【「とっとり diary」とっとり暮らし発信事業実施委託業務】 

に対する質問への回答 

 

 

【質問１】 

 昨年度の実施時に設定されていた KPI やコンバージョン(CV)項目と数値について、差し支えない範囲でご共

有いただくことは可能でしょうか。 

 

【回答１】 

 県としては設定していません。 

 

 

【質問２】 

昨年度ご起用されたインフルエンサーの皆様については、本年度も継続してご参画いただくご予定でしょうか。 

また、追加のキャスティングに関するご提案も併せて検討すべきか。 

 

【回答２】 

 インフルエンサーに関して具体的には決まっておりませんが、継続してご参画いただく場合もございます。 

 追加のキャスティングに関するご提案もいただけたらと思います。 

 

 

【質問３】 

 直近の投稿では、英語・韓国語による多言語対応が見受けられましたが、本年度も同様の対応が必要となる見

込みでしょうか。 

 

【回答３】 

 多言語による発信が海外の方にも鳥取の魅力を認知してもらうことができる機会にもなりますが、必ずしも必

要であるとは限りません。 

 

 

【質問４】 

 昨年度の投稿には動画コンテンツも含まれていたと存じますが、動画制作（撮影等含む）にかかる費用につい

ては、本年度のご予算内に含まれる想定でしょうか。 

 

【回答４】 

 動画制作の費用については予算内に含まれます。 

 

 

 

 

 

 



【質問５】 

 このたび新たに任命された杉浦様につきましては、前任の金井塚様と同様に、インフルエンサーとして公式

web サイト等へのご掲載が予定されておりますでしょうか。 

 

【回答５】 

 公益財団法人 ふるさと鳥取県定住機構と相談の上、当該機構の web サイトにて掲載予定ではありますが、詳

細は未定です。 

 

 

【質問６】 

昨年度にご実施された施策の中で、特に反響の大きかったキャンペーンや投稿事例などがございましたら、差

し支えない範囲でいくつかご教示いただけますか。 

 

【回答６】 

 田舎暮らしの魅力を伝える撮影(夕方の駅の風景など)のインフルエンサー同士のコラボ企画に大きな反響が

ありました。 

 

 

【質問７】 

 一人のインフルエンサーが同一内容を複数ＳＮＳ（例：Instagram と X）に投稿した場合、発信回数としては

別カウントされますか？ 

 

【回答７】 

 別カウントいたしますが、なるべく異なる投稿で、数多くの鳥取の魅力発信へとつながるよう努めていただき

たいです。 

 

 

【質問８】 

 過去年度のとっとり diary インフルエンサーが再任になるケースは本人の継続の意思がある場合でしょうか？

それとも実績等をもとに県や受注業者が検討されますか？ 

 

【回答８】 

 実績等をもとに県と受注業者が選定いたします。 

 

 

【質問９】 

 インフルエンサーが発信するコンテンツの事前確認は毎回必須で必要でしょうか？また確認は受注者以外に

も県も実施しますか？ 

 

【回答９】 

 1 投稿ごとに確認をお願いいたします。確認は受注者にお任せいたします。 

 



 

【質問１０】 

 ＳＮＳの有料広告出稿にあたり、ターゲット（地域・年齢・性別など）の指定方針があれば教えてください。 

 

【回答１０】 

 本事業は、20～40 代の若者・子育て層の本県への移住・定住へつなげることを目標にしているため、性別に指

定はありませんが、都市部の若者・子育て層をターゲットとしています。 

 

 

【質問１１】 

 「移住につながった」と見なす基準は具体的にどのように定義されていますか？ 

 

【回答１１】 

 明確な基準は設けていませんので、ご提案の中に設定していただけたらと思います。 

 

 

【質問１２】 

 仕様書項目【４ 業務内容 ⑴とっとり diary インフルエンサーの情報発信にかかる管理等】に関して、提案

書の段階において、令和 6 年度のインフルエンサー10 名に継続意向の確認が必要でしょうか。また、令和 6 年

度のインフルエンサーを一切含まずに候補者リストとして提案する必要がありますか。 

 

【回答１２】 

 提案書の段階においては継続意向の確認は必要ございません。また、昨年のインフルエンサーを一切含まずに

候補者リストとして提案する必要もございません。 

 

 

【質問１３】 

 仕様書項目【10 再委託】に関して、本事業には共同企業体として複数社での実施体制を考えておりますが、

共同企業体の中で業務分担をする場合には再委託には該当しないという理解でよろしいですか。 

 

【回答１３】 

 参加資格に共同企業体は含まれていないため、対象外となります。 

 

 

【質問１４】 

 共同企業体を構成する場合、代表企業のみならず構成事業者の全ての企業に応札参加資格が必要でしょうか。 

 

【回答１４】 

 参加資格に共同企業体は含まれていないため、対象外となります。 

 

 

 



【質問１５】 

 【10 再委託】ア 共同企業体の構成企業からの再委託も上限（50％）の対象になりますか？ 

  

【回答１５】 

 参加資格に共同企業体は含まれていないため、対象外となります。 

 

 

【質問１６】 

 【10 再委託】イ 委託業務の中核となる部分が含まれている場合の「中核」の具体的な業務とは何をさしま

すか。 

 

【回答１６】 

 仕様書の業務内容に記載のある「とっとり diary インフルエンサーの情報発信にかかる管理等」、「プロモーシ

ョン等の実施」のうち軽微なものを除くものが中核業務となります。 


